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	VCPの4つの機能に基づいた役割を明確化し、現行部門を改編・新設します。具体的な内容は、次のとおりです。
	 現・研究開発部門を、「研究・提言（A）」を担う部門に改編します。
	 現・シンクタンク部門を、主に「分析・構想（B）」と「設計・実証（C）」を担う部門に改編します。
	 当社が公共政策共創に重点的に取り組む社会課題分野を5つに再定義し、分野に沿って現本部を再編します。
	 現・コンサルティング部門を、主に「分析・構想（B）」、「設計・実証（C）」および「社会実装（D）」を担う部門に改編します。
	 主に民間分野での事業共創による社会課題解決をミッションとします。
	 主に「設計・実証（C）」と「社会実装（D）」を担う「デジタル・トランスフォーメーション（DX）部門」を新設します。
	 当社グループ全体のDX事業をリードし、三菱総研DCS株式会社やDX関連ビジネスパートナー様と一体となって事業を推進します。
	 VCPの4つの機能を支える全社共通基盤として、営業機能、海外事業に加え、新たにパートナー協業・アライアンス機能を担います。
	 人事諸制度刷新、社内DX推進、リスクマネジメント・コンプライアンス強化を担う部を新設します。
	各部門の構成は、組織図をご参照ください。
	【
	対外組織図（2020.10.01付）




